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し
わ
の
は
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編
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上
の
都
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以
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及
ぶ
慣
所
も
る
は
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で
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從
來
配
給
飢
織
に
關
す
る
系
航
的
理
論
的
研
究
は

一

般
に
甚
だ
し
く
等
問
に
附
せ
ら
れ
て 

ゐ
.た
。
我
國
に
於

"て
も
亦

1

般
：雜

濟

學
其
他
詣
'撒

の

經

濟

上

の

問

題

，に
.關

し

て

は

敬

す

♦へ 

き
，纖
多
の
著
.
#及
び
辦
究
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の
在
る
に
も
拘
は
ら
す
一
般
配
給
間
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の
理
論
的
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九
に
到
ウ
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は
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の
寡
聞
な
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來
各
國
に
於
て
配
給
に
闕
す
る
系
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：的
餅
究
が
斯
の
：如
く
等
闕
に
：附
，せ
ら
れ
た
の
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i
:

何
故
で 

あ
る
か

® 

■

此
の
問
題
は
吾
人

1

度
，近

®

經
濟
史
を
囘
顧
：，せ
ん
，か
容
烏
に
解
決
し
得
る
こ

W

が

2
3

班
る

c - < i j

i

ご
思
ふ
？

英
國
に
産
業
：上
の
大
革
命
が
あ

"C
V

一
 
て
、
所
謂
エ
揚
制
度
：が
；倏
生
じ
近
世
大
量
生

M

の 

技
術
的
慕
礎
が
出
來
た
の
は
、早
ぐ

.
も
十
八
世
紀
の
昔
と
な
：ウ

k

ゐ
，る
。

け
れ
ど
も
大
量
生
産 

は
：大
：廣

.
雷
要
の
存
在
"を
前
燈
と
す

る

，
，も
の

.
で
あ
：C
V

て
，此
な
ぐ
し
て
，大
量
生
*
は
經
濟
上
行
は 

れ
，得
’る

，も
の
で
は
な
い
。

則
ち
大
量
需
要
は
大
量
生
産
の
經
濟
的
嚴
礎

.

^

な
す
も
の
で
あ
る

A 

然
而
し
て
英
國
に
於
で
其
大
量
生
摩
を
：：刺
戟
レ
之
：を
發
逮

^

た
の
は
賞
に
英
國
，が 

近
世

.史
に
於
て

.
：占
め
ぬ
摘
特
地
位
か
：ら
生
じ
ね
大
量
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要
の
倏
生
に

•
外
な
ら
な
か
つ
：
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而
し
，て
此

.は
新
ら
い
し
き
市
場
の
開

®

發
見
換
言
す
れ
ぱ
市
場
の

k

張
の
結
果
ど
じ
て
生
じ
た

も
；の
に
外
な
ら
於
の
で
も
る

m
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而
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て
此
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場
擴
張
の
結
果
が
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産
技
術
の
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大
な
る
刺
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の
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あ
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ほ
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の
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加
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都
市
集
中
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關
の
凝
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民
地
市
場
；の
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の
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果
と
し
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大
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要
起
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に
應
す
る
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め
に
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簿
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が
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濟
上

0

紫
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問
題
で
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y
時
代
に
雜
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的
に
成
功
す
る
の
遂
は
即
ち
生
産
增

.加
に

.成
功

'す
る

.に
あ
る
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に

'於
て
か
ぜ
爲
お
る
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何
れ
も
此
生
摩
問
題
膝
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爲
め
：に全
.能
力
を
盡
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し
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約
的
開
拓
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取
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で
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し
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れ
る
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め
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せ
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れ
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現
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ど
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所
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1

て
市
揚
め

®

給
問
題
を
し
て
集
約
的

k

糊
拓
せ
し
す
ん
に
は
先
づ
根
本
的 

R

配
給
船
織
汲
行
爲
を
統
究
し
な
け
れ

W

な
ら

.
ぬ
。

.則
ち
今
や
を
國
の
：企
業
家
は 

る
生
産
物
を
消
化
わ
又
は
！̂
に
お
生

0
を
擴
服
せ
ん
が
爲
に
配
給
間
.®を

S

究
し 

な
も
ぬ
必
要
道
ら
，れ
浓
カ
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
今
ロ
配
給
問
閱
が
特
に
喧 

て
來
な
の
は
取
に

S
-

上
述
べ
た
如
き
企
業
，家の
私
雜
濟
的
見
地
か
ら
ぱ
が
り
で
は 

亦
社
會
雜
濟
全
般
の
立
場
か
ら
じ
て
其
必
要
が
認
め
ら
れ
る
に
到
ジ
た
の
で
あ

る 

代
に
於
け

.
る

物

個

，
，
の

'
膽
.
貴
働
給
組
織
の
不
完
全
，から
来
る
も
の
で
あ
る
。：配
給 

全
な
る

.が
故

.

K
货
物
の
配
給
費
を
大
な
ら
し
め
以
て
財
货
の
代
®
，
騰
貴
せ
し
む 

ゃ
る

。
：
' 
而
し
て
沿
貴
辦
が
此

*

能
網
織

.
の
不
完
全
か
ら
も
て
鬚
る
浪
，書
は
生
遮
の 

ら
し
て
彼
等
の
毁
る
頓
¥
と

M

等
.異
な
る
所
あ
る
を
見
な

.
い
。

.此
故
に
.货
物
の
費

t

て以て代，
償

廉

な

も

し
む

る

に
，は
配
給
費
の
减
少
を
計
ら
な
け
れ
ぱ
、な
ら

i
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働
給
組

織

⑦

系
棘
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辆
究
に
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ば
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ゥ

て

卞

b

こ 

於
け
：ふ
凡
て
の
勞
働
は
價
値
を
剑
篮
す
る
も
の

‘で
な
い

0
,

今

H

の
商
人
は
滅
编
'を
貪
る
辦
濟 

生
-

上
の
寄
生
虫

‘で
あ

‘る
。

今
：
日

め

：市
，場

は

；社

會

主

義

の

時

代

に

：於

：

て

：

は
：
#
 

め

理

山

な

さ

制
度
で
あ

る

ご
い
ふ
社
.會
主
義
的
議
論
に
よ

9

て
此
配
給
問
題
研
究
の
勢
は
織
♦
其

度
を
强 

む
る
に
到
つ
た

®

,
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Das KapRal. 
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if.

歡E

上
の
中

心
，，問

®

が

生

.遊
か
ら
分
配
に

移

る
資
本
主
義
成
熟
の
時
代
に
於

て
、私
經
潍
及 

び

®

會
維
濟
雨
方
面
か
ら
し
て

配

給

問
題
を
系
統
的
に
研
究
ず
る
の
必
要
が
起

ジ

て
來
：をこ 

ビ
は
以
上

説

明

し

力

通
ね
で
あ
る
。
而
し
て
賢
際
に
於
て
、今
日
配
給
紀
織
の
：問
越
は
潮

K
よ
 

て
碰
ん
に
論
識
せ

^

れ̂
、又
國
に

よ

て

其

研
究

將

に

®

な
ら
ん
と
し

C
V
V

あ
る

。
M
み

，X

ど 

も
、配

給
»

織
を
全
般
に
直
つ

て

說
明
し
、

其

組

織

の

現

代

經

濟

生

活

A
.
称

瓶
の
別

曲

、換

' 

言

ず
れ

.
ぱ
，何
故
に
今
日
の
輕
濟
社
會
に
斯
か
る
雄
雜
な
る

配

給
組
織
を
必

®

ご

す

る

か 
<

云

ふ
こ

ざ
を
理
論
的
极
據
を
以
て
之
に
統

r

的
說
明
を
下
し
た
文
献
は
甚
だ
少
な
い
や
ラ
で

あ
-; 

る
。 
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思
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に
今
日
配
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問

®
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論
せ
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れ
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一)

生
産
及
び

'消
費
：，
が

^1:

然S
事

®

な
：
 

る

K
反
し
、商
業
が
社
會
的
事

®

で
あ
る
こ
れ
。：商
：業
ほ
何
等
僧

f
iを
お
ら
ざ
る
不
生
産
的
の 

も
め
で
、社

#

の
寄
生
蟲
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あ
る
ビ
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批
難
の
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在
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こ

t

o
し
特
に
營
利
主
義
の
ぽ
則
が
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.貴
は
腕
給
組
織
の
不
完
全
、特
に

其
延
長
に
因
す
る
が
故
に
之
を
知
縮
す
る
を
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要
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す
る
等
の
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識
の
存
ず
る
結
果
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あ
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0.る
，に
是
等
.の
問
題
；の
.多
ぐ
特
に
第
一

j

の
問
題
は
商
業
行
爲
を
，分
析
レ
て
其
柳
成
要
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を
知
レ
、其
職
分
を
探
究
す
る
な
ら
ぱ
之
を
解
決
す
る
ミ
の
出
來

る
.

問
膨
，で
あ
る
„
蓋
じ
配
給 

费
.又

は

流

通

赞

用
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る
も
の
：は

商

業
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か
か
る
職
分
を
：行
は
ん
が
め
に
行
ふ
行
爲
及
び
其 

の
提
供
す
る

.資

.蔣

R

對
す
る

•報
酬
ょ

.ov

形
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せ
ら
る

V
も
の
で
も
ウ
て
、且
ク
又
今
日
の
板
媒 

な
る
配
給
組
織
は
商
業
が
勞
働
分

®

サ
業

'

)

及
び
势
働
共
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結
果
生 

じ
が
も
の
な
る
が
故
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ら
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換
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ぱ
現
代
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則
ち
余

：̂
本
論

に
於

て
云
は
ん
ご
欲
す

る
所
は
現
代
配
給

組
織
に
於
け

る

海
系
組
織
は
勞
働
協
：间の
原
則
に

‘よ
り
，傍
系
組
織
は
分
業
.の
原

~

則
に
よ
り
其
#
在
の
ね
を

存

す

，る

こ

ご

を

論

：斷
{
、而
し
て
此
原
.則
檢
る
配
絵
組
織
改
造
の
失
败
に
終
る
こ
と
を
附
示 

せ
ん
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。

‘此
'放
に
本
論
の
®
礎
と
し
て
余
は
先
づ
配
給
数
桃
成
の
要
素
セ
：あ

V
、现
代
：

S

給
組

® 
.
ボ
ボ
 

の
旧
た
る
配
：給
行
爲
の
：要，素及
，び

職

分

，

^
:論
す
る

(

ニ)

。 

. 

V 

,.,\,rLハ
：
r-
 

.

(

ニ
ザ
仏
資
本
キ
殺
的
社
會

L
L

於
け
る
酣
給
組
織
は
货
水
と
势
ー
働
の
合
成

：

紙
.纖
で
わ
み
か
ら
 

純
粋
な
る

S
ゆ
じ
於
け
る
ピ

 ̂< 

r
の
缴
働
：組
織
の
：み
で

E
明
せ
ら
：，れ

-る
：‘も
の
て
な
，
い
J
こ
^
後
 

述

す

る

通

り

て

わ

る

。

け

れ

‘,，，
もg

有
の

.配
給

行(

A
は

勞

働

の

組

織

の

み

i

り
な
る
も
の
で
も
 

/

•
況
ん
や
資
本
の
糾
纖
は

l
i

り
酣
输

M
織
に
の
み
獨
の
組
織
な
ら
ざ
ろ

1
1

於
て

V iî
。

こ
C

本
號
に
於

X 

社̂
會
的
炎
侧
，組纖
を
貌
す
る
我
礎
乂

 

a 

m
.
備

..とし
义
酣
給
.
む
及
び
 

職
分
か
論
す
る

Li.

ル
め
，木
論

0 

 ̂

 ̂

U 

 ̂

U 

i
f

讓
る
。：，

，註，麥
照

)

; 

,

,

.
:
.
.
a 

■

.

. 

'

他
廣
を
織
於
け

る
‘
商

紫

が
海
技
消
费
者
に
.ほ

觸
す
る

や

；
^
や

に
よ

.つ

.
て
卸
商
、小

W
商
ご 

な
t
ン
商
を
の
収
取
▲
商ロ

 

mめ

毅

<
2
,
.
ょ
：
0
，て
，不
動
産
，商
品
、

幣

及

び

信

旧

商

業

サ

ち

、或

は
商
，柴
行
傅
の
轉
條
如
，̂

isr

る
♦

☆

や

R
.
i 

.
9

て
ケ
國
及
外
國

I商
業
，に

务

：

C
V

等
從
來
學
ギ
の 

舉
げ
て
ゐ
る
商
衆
の
分
敏
ほ

i
g

ん

ど

枚

擧

に

追

：が
な
い
位
で
あ
る(

n

o
け
れ
ど
も
之
等

U
商 

業
の
區
別
で
あ
づ
て
、商
業
行
爲
の
區
別
；又
は
分
析
で
は
な
い
。
從
ゥ
て
此
袖
の
商
震
の
如 

に
異
な
る
所
は
只
其
农
而
：上
の
滅
，別
で
あ
つ
て
、商
紫
の
賞
質
を
な
す
行
⑥
の
區
別
で
は
な
い

. 

の
で
あ

•る
。
故
に
此
桃
の
确
業
の
内
に
行
な
は
る

 

>
 
所
の
行
爲
は
督
同

I

の
內
容
を
し
ゐ 

る
も
の
で
あ
る
。

或
は

'商
業
を
：廣
義
：に
：解
じ
、狭
義
の
商
業
の
外
に
銀
行
、保
險
交
通
等
：を
商
業
な
る
題
下
に
論 

や
る
も
の
が
あ
る

C 
ニ 

y 

0
し

て

前

者

を

固

有

商

業

(
E
i
g
e
n
h
s
d
e
l
)

と
稱
し
後
者
を
浦
助
商
業 

{
H
a
.
n
d
e
i
s
s
f
%
e
w
e
r
b
e
}

と
唱
ふ
る

も

Q

が

！̂

い

で

ぱ

な

い

。

此
，
の

區

別

は

商

赞

の

分t
;を
ザ

i

ム
 

ず
る
上

R

於
て

®

要
な
る
意
義
を
有
す
も
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
而
も
商
業
其

，海

の
外
：3

 

分

，
類

で

あ

，
つ

て

商

業

の

構

成

要

素

た

る
：.

辦

業

行

爲

，の

分

類

で

な

い

。ポ！1

か
か
る

®

助
商
紫
の 

後
生
し
グ
の

‘
多
く
の
族
合
商
業
行
滅
中
の

1

職

.分
を
.侧
立
し

V
:

行
は
ん
と
す
る
に
碟
因
す 

る
も
の
で
あ

-る
か
、ら
し
て
"商
業
の
砰
究
ご
し
て
は
尙

®

深
み
の
足
ら
な
い
恨
み
が
あ

.，る

，。
，
：
® 

に
主
要
お
葉
の

1職
分
其
物
に

付
て
は
：

何
等
；
敎
ゅ

t
o

所
が
な
い
。

'
.
.
:
算
サ
セ
想
ス

.玉

..；
？D

,

,
論

.：，
'就
：
.
.酣
給
組
織
構
成
要
素
を
肅
ず

. 

.

，ま

ハ

號

3
ぉ！

» ：
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镇
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セ
特
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誌
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輒
觸
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Roscher Naliona

一
 bkonomik des Handels.

:
然
ら
ぱ
商
業
行
爲
又
は
：

職
分
す

は
架
し
て

如
何
な
る

職
分
を

行
ふ
行
爲

で
あ
る
か

而
し

'
V

 

如

M
な
る

要
素
を
必
要
と

す
る

か
。

；

此
點
に

就
，て
は
從
來
始
ん
ど
科
學
的
に

研
究
せ
ら
れ
て 

ゐ
な
か

◊
た
。
商
業
行
爲
は
商
举
上
の
行
爲
で

一

般
不
言
の

r
S

に
明
か
な
も
の
ご
し

V

収
极 

は
れ
て
ね
れ
け
：れ
ど
も
商
業
行
爲
の
，內
容
を
明
か
に
す
：る
こ
ご
は
瓶
業
を
科
學
的
に
研
究 

す
る
上
に
於
て
、極
め
て
必

寒
な

こ
ご
で
あ
る
。

蓋

こ
の
問
題
が

解
釋
甘
ら

れ

る

な

ら

今
22 

の
複
離
な
る
商
業
，

組
！！

：

の
.眞
相
及
存
ぼ
の
理
由
が
說

P
せ
：ら
れ
る

の
み

な
ら
す

、份
又

配

給
費 

用
の

構
成

要
素

.

.
も̂
こ
れ

を
發
見

し
得
る
こ
ご
が

出
來

る
か
ら
で
あ
る
。

腐
し
て
其
配

4

パ
上 

の
：
職

分
を
行
ふ
，費
：用
を
，分
析
す
る
事
：が
出
來
る
な
ら
：ぱ
や
が
て
.，，又
，小
賣

0
賣
代

0
が
品
に
ょ

h
,生
.産
者
手
取
代
一
金
の
五
割
、十
割
、ニ
十
割
時
に
，H

十
割
に
及
、ぶ
现
由
を
も
發
見
す
る
こ
，こが

出
‘
'來る

.の
で
あ
る

®
.
:
, 

:
:
:

斯
か
る
意
味
に
於
て
商

'業
.行
爲
の
分
析
的
研
究
を
試
み

V
有
名
な
の
は

A
.

 

W
.

 

S
h
a
w

 

.の

s
i 

p
r
o
b
l
i

 

o
f M

a
r
k
e
t

 

s

g

b

i

nで
も
る

2 )

。
.氏
は
事
業
上
に
於
け
る
行
爲

(Business 

activities)

に
{
’ 

!
)

生
産
上
に
於
け
る
行
爲

I {The 

activities 

of 

p
r
l
c
t
i
Q
n
:

ごニ g
給
上
に
於
け
る

-JT 

®
 

(The 

a
c
t
i
v
s
e
s

 

o
f

 

di.stributionl

及
び

(

三)

生
産
及
配
給
-上
に
於
け
る
斤 

facilitating activities)

のニー
 

あ
，
-

ビ̂
し
て
、而
し
，て
第
二
の
配

p

上
に

Aハ

{
-
r
)

雷
嬰

® 
造
の
行

爲(Tile 

activities 

of d
e
m
a
n
d
)

.

.

.

(

ニ)
物

資
：；； i'

給
.の
.
.わ
.
爲.(The 

activities 

o
f

 physical 

supply)

..

の
二
つ
か
ら
な
る
も
の
ご
し
て
之
を
說
明
し
た

(

5

。

動
を
援
助
す
る
行
爲

(The 

け
る
活
動
は

ニ)

双
の

.

.
n
^
, 

'

の

文

.は
' 

Quv.rterly .JOUTn 81,of. Economics for Auf̂
ust 

1 め12 

!

草

か
附
加
し
て
二
九

一

五
卸
じ
出
販
：し
：

.
も̂

.の
で
あ
る
。

(

ニ〕

ゾhaw, ibid. u..

マ 1.2. 

...

L
L

ル
た
も
の

L
L

更

め

^
の

要

は
消

韻
ポ

の
需
要
を

探
お
及
び

喚
起

.
3

此
に

對
し
て
物
質
を
給
與
ず
る
に
あ
る
。
 

S
h
a
w

か
.配
給
行

.爲
を
此

の

1
1

ジ
に
分
析
し
力
こ
と
に

.村
て

'は
何
等
異
論
を
差
し
嵌
む
の
綠
地

. 

は

存
在

し
な

%
。

•け
れ
ど
配
給
に

.
從
事
す
る
も
の
が
斯
か
る

‘活
動
を
な
す
じ
は
數
多
の
設

®
 

其
他
の
：
使
用
資
廣
を
必
要
，ご
し
、

特
に
現
代
：資
本
主
義
の

時
代
に
在
て
は
：此
の
生
産
者
ょ
タ
：

箱1-
-

(

A
五七)

諭

0 

，酣
給
組
織
桃
成
要
素
か
論
す 

.

.

.
免i

ハ

職

ニ

一

五



{
I

1f
JL

傅
ヤ
塞
へ
八
五

<
r

論，：レ

牌 

、粥

£
 : 

I1H

ハ

， 

消
費

#
?に
到
る
に
一
要
す
る
：期
：間

中

^
商
品
の

f
f
i傲
に
相
當
す
る

K

本
を
所
お
し
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。
商
業
资
本
則
是
で
あ
乂
。
.與

1

商
人
が
こ
の
.資
本
を
有
す
る
ニ
ご
な
か
ら
ん
か
生

0 

者
は
其

®
货
が
：
.終
局
の
.池
營
者
に
賣
却
せ
ら
れ
て
代
金
を
得
る
迄
其
經
營
を
中
あ
し
な
け
れ 

ぱ
，な
ら

ぬ

こ
と

；W
な

る
。
，
則
ち
商
品
の
：配
給
期
；間
，ホ

此

糊

の

資

本

を

生

産

者

又

は

他

の

商

人 

に
融
通
す
る
事
が
現
代
資
本
生
義
の
世
の
中
に
於
て
配
給
に
從

Si?

す
る
人
の
な
さ
な
け
れ
ぱ 

な
ら
ぬ
所
で
あ
る
更
：に
嚴
等
の
資
本
は

•常
に
其
の
收
支
及
保
管
等
の
；廣
理
を
要
す
る
<、；而
し 

て
此
驚
理
行
得
は

g

給
‘行
爲
其
物
で
は
な

S

が
然
か
も
必
す

m
給
に

#
 

aて
起

-る
べ
き
行

® 

で
又
其
費
用
を
桃
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
故
に
氏
の
所

g

 

W
助
行
爲
の

j

部
は
配
辨
行

I 

へ為に附

'
.屬
し
て
常
に
起
る
も
，の
で
あ
る
。
更
に
又
典
如
間
中
に
は
必
す
：配
給
に
圓
聯
し
：て，諧 

糊
の
を
臉
が
發
生
す
る
、此
危
臉
き
擔
ず
る
；も
の
が

な

け

れ

，ぱ
今

.日
：め
，配
給
行
爲
は
又
"部M

 

の
上
に
行
は
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
從
つ
：て
此
配
給
上
の
危
臉
ね
擔
も
亦
當
然

f
eに
從

W 

す
ろ
者
の
負
撒
で

な

ぐ

，て
は
な
ら
ぬ

。

- 

>バ
：：

以
是
觀
是
當
今
に
於
け
る

.
配
給
：行
爲
は
單
に
純
配
給
行
爲
だ
け
で
は
：賞

S

せ
ら
れ
な
い
も 

の
で
あ
る
。
娃
に
於
て
か

.S
h
a
w

 

.

氏
は
商
人

9

職
分

V

し
て
だ
の
五
を
列
擧
し
れ

i

。

:
1
、

ぜ
臉

S
'

魚

®

し

，

.

V 

:

.
 

. 

' 

:

.
……

.

,

商
品
の
述
送

：

.

:
I
U
、

配
給
-上
に
於
け
る
金
融 

1
T

賣

却

：

耳
宽
集
、選
別
及

#

#

S

:
 

■

薪

)

：
'
'
' 

‘s
i
l
a
^
w

 

i
b
i
d
.

 

,
p
:
-
7
6.
.

.

.

け
れ
ど
も
氏
は
尙

： 1

ゥ
を
落
し
で
居
る

0 

0
藏
及
興
他
め
設
俯
の

®

用
是
れ
.で
あ
る
藍
し 

商
：品
が
生
霞
者

.の

：手

，か

ら

消.費
者

9
:手

e

渡
.ふ
迄
に
は
永
ぃ
間
の
湖
間
を
必
要
ヒ
す
る
此
斯 

前

..を
通
し

.て
商
品
は
常
に
完
全
な
る
處
は

.存
置
せ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

.
'又

服

賣

す

..を

に
 

際

し

て

も.j

道

め

能

倘
.を

必

ず

る

。

■ 

■ 

■ 

■

a 

, 

.

.

.

.

.

嚴
等
の
設
備
を
な
し
て
商
品
の
保
管
及
販
賣
に
便
す
る
亦
配
給
を
云
ふ
者
の
，職
好
で
、而
し 

て
是
ょ
も
生
や
る
获
用
は
當
然
亦
商
品
の
代
價
に
附
加
せ
ら
れ
て
消
数
紫
に

g

稼
せ
ら
れ
る 

%
，の
で
あ
ネ
。

而

し

て

此

の
.說：

明

な
く
し
て
彼
の
所
謂
設
備
卸
商
の
分
化
は
説
明
し
得
ら
れ

な
•
.：.い
.
も

の
'で

あ
.る
。
：
' 

•

-

#
 
千：七

卷

： 0
<
冗
九

5

 

0 

,
E 

s

s

 

n
l.

セ

fc



I

s

.
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:
第十セ卷
 

 ̂

m

i

i

i

n
 

努

號

-
h
a

n

配
給
行
爲
を
科
學
的
說
明
し
た
も
の
、
少
な
い
中
に
商
品
の
配
給
費
用
を
構
成
す
る
點
か 

ら
し
て

&

給
上
に
於
け
る
れ
爲
及
び
要
素
を
示
し
て
普
人
に
敎

ふ
る
，
所
甚
だ
大

な
る

も

の
あ

' 

る
は

T

ル
ク
ス
其
人
で

あ
る

0
: 

.

I 

, 

‘1
^

 

' 

■ 

. 

,
!
, 

.

.

.
 

.

.

.

..

.

.
 

■ 

■

.リ
マ
ル
 

>
 
ス
の
學
說

；

^

 

於

て

商

業

は

重

；
大

な

：

る

他
位
を

占
め

吾
人
の
之
ょ
り
变

く
る

敎

ゆ 

鶴
だ
大
な
る
も
の
が
あ

る
。

マ
k

ク
ス
は

其
資
本

論
第1

一
卷
の
流
通
過
群
を
論
す
る
に
職
し 

て
配
給
行
爲
を
分
析
說
明
し
，で
ゐ

る
，
マ
尤
も
氏
は
配
給
行

'爲
を
直
接
分
析
.し
た

も

の

e

は
な 

い
が
配
給
の
行
爲
を
，構
成
す
る
要
素
三
倘
を
擧
げ

.之
が
商
品
の
價
：値
に

.

.入
：る

可
き
も
の

な
ね 

や
否
や
を
論
じ
て
ぬ
さ
？

け
れ
ど
も
こ
は

又 

一
®

か

ら
觅
れ

;
す
配
释
上
；に、

於
け
る
行
®
の
分 

析
ビ

.見
る

こ
ビ
，が

.出
來
る

も
の
で
あ
ろ
。
余
が

技
k

配
給
ご
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云
；
ふ
，
の
は

マ
ダ
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の
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本
の
流
通
の
內
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あ
る
。
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資
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.
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な
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膨
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す
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商
品
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造̂
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前
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な
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ひ
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換
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し
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廣
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通
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れ
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後
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グ

ク
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又
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す
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し
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簿
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於
け
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で
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ウ

て

而
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産
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れ

す

ゐ

I
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の

費

用
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け
れ
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通
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け
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を
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す
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。
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又
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ぶ
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通

殺

用

の

I 

部
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ア

グ
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本
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西
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を
讓

る：。

以
上
余
は
厕
船
上
k
:於
け
る
費
用
を
構
成
す
る
も
の

k

し
て
マ
グ
ク
ス
の
指
摘
し
て
ゐ
る 

所
を
擧
げ
た
。
：而
し
て
商
紫
資
本
は
偕
値

.を
生
せ
す
純
流
通
費
用
亦
價
値
の
中
に
加
は
ら
，す
 

ご
せ
ぱ
、商
人
は
其
資
本
に
對
し

1て
利
潤
を
得
る
こ
ご
が
出
半
な
い
こ
ご
！：

^
な
る
。
け
れ
ど
も 

此
：問

®
.に
答
へ
る

/

ヒ̂
は
本

論
文
の
範
圓
を
出
づ
る
が
，マ
ル
ク
ス
の
說
に
從

/

ぱ
之
等
の
数 

用
は
商
人
が
生
邀
者

.よ-CV
買
入
る
、
際
に
安
く
買
入
れ
る
こ
ご
に
よ
つ
て
、生

0

激
の

® 

b，ぬ 

る
餘
剩

f
f
l値
の
分
配
に
頂
か

h
.之
が
平
均
利
潤
ご
し
て
商
人
の
利
益
ビ
な
り
、

1

般
配
給
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用
が
支
拂
は
れ
み
ご
云
つ
て
ゐ
る
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以
上
余
は
ア
ル

ク

ス
が
配
：給
上
に
於
け
る

f

t

爲
及
其
：必
要
と
す

.
る
：資

本

，：に

付

て

說

く

所

の
 

ネ
要
を
述
ベ
た
。

：

普
人
は
此
の
研

5
^

に
依
：ゥ
て
、商
人
の
行
爲
及
之
に
要
す
る
費
用
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0
 ̂
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此
缔
が
マ
ル
ク
ス
の
學
說
よ
ら
見
て
償
値
を
增
加
す

.
る
な
ド
や

.：&

や
を
知
ら
、盟
ウ
、後
に

説
く
如
く

"商
紫
資
本
ご
生
産
ご
の
關
係
に
付
て
大
に
學
ぶ
所
が
ぁ
る
。
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⑧
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濟
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於
け
る
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に
付
て
は
條
キ

R

得
る
所
が
な
い
。
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；

マ 

'ル
ク
ス
の
學
說
か
ら

し
て
得
る
所
は

.
寧
ろ
商
業
資
本
、特
に
生
産

i

配
.絵
ご
の

M

係
に
關
す

.る

W
究
.で
.め
る
。
従 

て
余
は
左
に
以
上
の

S
B
a
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ド
と
の
説
を
綜
命
し
て
商
業
行
爲
を
解
剖
分
析
し
て
其

：
^

容
を
確
定
に
以
て
今
日
め
配
給
組
織
の
分
析
的
說
明
の
：；準傭
ご
す
る
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現
代
經
濟
社
會
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給
行
爲
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完
全
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行
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す
，る
者
は
商
人
力
る
と
膝
た
又
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を
目
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ご
し
な
い
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K

給
擔
營
者
力
る
ご
を
問
は
す
、必
す
左
の
三
個
の
職
分
を
行
ネ
も
.のた 

る
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を
要
す
る
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た
る
需
給
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現
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に
實
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す
る
の
行
爲
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：，需
給
適
合
行
；爲
：に

必

要

ど

す

る

資

本

を

提

供

，し
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之
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管
理
す
る
の
行
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配
絵
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過
中
に
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ず

.る
危
臉
を
負
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W
,す
る
こ

ビ
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で
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：る
左
じ
順
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を
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す
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要
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供
給
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む
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行
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里
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ニ
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及
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：給
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絡
合
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即
も
収
引
行
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'夢は
財
貨
に
關
す
る
觀
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生
；産
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び
消
毅
者
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通
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て
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婴
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び
供
絵
を
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行
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又
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條
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。
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狀
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す
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す
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又
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又
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。
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す
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。
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。
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翁
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猶
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あ
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；
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。
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滸
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。
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け
る
の

が
商
紫
上
の

r

職
分
で
あ

.る
な
ら
ぱ
、

f

ら
の
店
ょ
り
他
の
店
へ
觀
品
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搬
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る
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何
故
に
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業
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.
職
分
で
な
い
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ご
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ふ
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な
い
。
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を
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立
の
營
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否
や
じ
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ク
て
典
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爲
其
物
の
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す
る
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で
な
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現
に
古
代
の
商
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運
送
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；
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今
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消
費
者
の
需
要
を
時
間
的
に
：完
全
に
：充；た
さ
ん
が
爲
め
に
は
必
ら
す
！定
ま

を
常
に
中

.央
倉

'庫
及
び
滑
費
者
の
近
ぐ

.
に
保
存
し
て
：を
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
◊

旧
し
て
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間
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に
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別
な
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蔵
設
備
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外
ぬ
營
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す
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。
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。

而
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此
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は
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入
組
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及
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販
賣
組
織
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兩
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に
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起
る
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則
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今
日
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に
あ
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、
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營
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原
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。

か
：か
る
場
合
に
は
之
を
廣

.く
線
隔
の
地
か
ら
鬼
集
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
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；扱
品 

目
を
衆
む

‘る
結
跟
、
M

々
雜
多
の
商
品
を

.1

店
鋪
に
て
服
賣
す
る
こ

-
^
が1

般に.
廣
く
行
れ 

な
。
而
じ
て
此
事
の
挿

.類
を
摸
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又
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。
，而
.し

て

BQdher 

(
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冰
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又
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又
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れ
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あ
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近
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滑
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な
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が
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選
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今
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め
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に
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に
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け
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質
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あ
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叉
現
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生
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品
の
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準
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の
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又
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す
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品
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原
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る
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き
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檢
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；も
の
が
あ

'る
。
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述
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を
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a

を
高
む

.る

R

あ
る
。

か
の
米
國
，

S

中
央
ボ
場
に
於
け
る
穀
物
倉
庫

；〈Terroinai 

E
l
e
v
a
t
o
r
)

及
ぴ
我
國
で

.は
米
商
か
之
を
行

0

て
ゐ
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)
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；
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は
其
：生
渡
物

.
海̂
も
k

貨
狼
：に
：交
.換
し
，此
货
胳
を
以
て 

更
に

.
，
生

：
淹

資

料

及

：

I
,

び
繞
働
：を
：購

入

し

て

生

ま

を

な

し

て

更

に

其

生

産

物

.
^
賣

却

す

る

も

の
で 

め
：：

る

。

而

し

て
：.

此
：

S:,#.環
！
；

數

；̂の
'

さ
k
,從

ひ

M
愈

に

於
け
，，
る

生

産

物

は

M 
M
し
、生
，産
紫
は 

，其
®
:
.得
を
播
加
す

る
の
；道

理

.で
♦

る
。
能
ろ
に
現
代
の
發
達
せ
る
國
民
雜
濟
に
於
て
は
生
遊 

蒸は
：：：

朱

知

：
め

，
消

費

，者

を

0:::,

標
.ご
.：し
.て
生
：衆
す
.る
"：
も
の

.で
，あ
る
か
ら
、生
摩
者
が
，
凝
卷
を
發
見 

し
y
T貨
物
を

..貴

，
却

し

事

ン

W

‘

货
辨
を
度
；取
る
迄
に
は
，

.相
當
の
期
間

t
必
要
と
す
る

n

而
し
生
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て
教
し
他
に
；準
備
金
を
有
せ
す
又
は

.信
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f
f
l
を
得
る
途
が
な
い
場
合
は
其

W

間 

産
を
：ザ
止
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な
け
れ
ば

_

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
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る
。
然
る
に
今

： n

生
鹿
者
が
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生
産
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寸
時
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る
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び
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生
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^
し
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ほ
賞
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商
業
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，業
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し
 

之
を

.生
遗
者
に
提
供
す
る
が
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に
外
な
ら
ぬ
。
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て

-吾
人
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商
業
の

A

に
圓
す 

る
.
職
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に
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て
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ょ
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レ
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ぶ
こ
ピ
遂
か
リ
し
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同
じ
く
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商
業
資
本
と
生
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ご
の
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に
付
て
舆
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に
敎
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所
多
き
は
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a
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x
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。
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生
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者
や
資
本
が
斯
の
如
ぐ
ニ

 

P
に
分
た
れ
る
こ
と
は
商
人
が
之
に
參
加
ず
こ
ビ
に
ょ 

り
て
除
ま
せ
ら
；

^
る
も
'の
 >

.

は
*な
い

.が
ボ
も
生
産
者
は
之
が
爲
め
に
其
.貸
徵
の
形
式
保
孜 

す
を
準
備
金
の
高
が
住
ま
過
殺
中
の
資
本
の
高
に
比
し
て

®
，;だ
し
ぐ
我
な
く
な

.
、̂従
で
又
生
，
 

產

高

墙

'伽
す
ホ
こ
と
が
出
本
る
の
で
め
る
。

.
同

時

，
に
，
商

人

ほW

ら
.資
買

0

事
，じ
從
事
す
る

\ 

力
故
：に
注
鹿
き
れ
厥

®

に
盤

す
’時
を
箭
約
し
、填
ら

.法
產
に
，集
中

.す
る

' 
こ

,tが
出
來
る
の
で
あ

,
 

る
-

(

雙
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•
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M
a
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要
之
商
人
は
生
産
：群
と
消
費
者
と
の
間
に
在
ら
，て
財
貨
，を，仲；介
す

.る
ぱ
バ
が

-=̂
.で

、な

く
、
又

資 

本
の

.
#介
を
も
サ
る
、換

W
Lす
れ
ぱ
商
人
は

.消
‘費
者

>
#
般

一
の
代
は
ら
：に
‘資
本
：を
：生
産
處
に
★
眷 

0
ひ
後
之
を
他
に

.消
費
者
か
ら
货
物
を
資
却
す
る
に
應

.

.じ
て
取

A

立
つ
る
こ
ご
を
職
分
ビ 

す
，る
'も

の

で

あ

る
.

6

0

而

’し

て

件
の
資
本
の
提
供
及
び
圆
收
貨
物
に

0

す
：
る

行
爲

ご

：
^

に
，

賞
：に

-分

B
.

の

®

输
行
爲
の

.中
で
重
大
な
る
地
隐
を
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
，。
：

‘
既

K

資
本
を

.
 

... 

.

.

.

. 

:
■
,

-...
 

-; 

,

提
供
す
力

.以
上

-
/赠

.資
本
を

.

.所带
す
る

’ ：rヶ5!^

を
.前
提

^
す
る
は
勿
論
で
あ
る
。

築
セ
凝

.
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す
：，
：
 

益

§
 

以
上
の
.外

-
U
尙
、商人
ね
詠
傭
資
本
を
必
要
ご

i

w

紫
用
、家
崖

什
器
、
及
び
倉
撒
に
投
せ
.ら
れ 

る
資
水

.ギ
で
ぁ
る

P
:
.之
等
は

.共
，に

働
能

行

.爲

R

必
要
な
る

資
本
で
ぁ

.ゥ
て
、共
に
配
給
#
を
構 

成
す
も

®

の
も
の
で
あ
る
。

(

独
：
r
‘

Bik-h
デ
は
照
人
が
資
本
，

^
所
：有

し

之

m
費
あ
の
露
め
！！

*
释
へ
る

；0

と
じ
ょ
つ
て
化
鹿
 

指
拖
す
あ
も

の
で
わ
る)

レ
云
つ
て

.ぬ
る
。
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-
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,

旣
に
商
人
が
自

& 

‘
の

：許

，算

に

於

.，
て

消

赞

者

に

代

，
，は

6

盤
物
の
代
金
を
立
；智
支
拂
ひ
、後
：之を 

，消
艘
者
に
賣
却
ム
て
囘
收
す
る
以
上
ほ
商
人
又
は
商
業
は
此
間

に
.

三
糊
の
一
危
臉
を
錢
擔
し
な

け
れ
ば
な

'ら
，，ぬ

> 

'
 

,
 

,

y
’ \

 

.
 

.

■'
 

,
 

...
 

,
 .
. 

.

. 

-
. 

.
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.
:

.

.

.，第I
V
:

商

人

が

資

金

を

支

：挪
ふ
場
合
，

>
/

資命
を

.；！

牧
す
る
，時
期
ご
の
問
に
は
相
當
長
き
期 

間
を
；あ

_

要
ご
す
，る
。
/
然>

0

に

，此

期

間

內

ね

於

：、て

財

貨

.の
代
價

.は：常
に
錄
動
し
て
、

nfl

ま

ぬ

。

，
商 

人

は

成

る

可

く！

S
K

 
く

其
.の

財

廣

，
を

他

へ®

却
し

.

.て
其
代
慣
鎭
動
の
危
臉
を
防
が
ん
ピ
す
る
.も
 

の
で
ふ
る
け
れ
ど

.

<0

常
に
之

.を

.勘
す
る
が
出
来
な
い
。

y

第

一.
r

商
人
が

，
一

定
の
お
品
：を

入

る

、

.や
必
&
ず
之
が
需
要
者
あ
み
を
豫
期
し
て
な
す

.

.

.

.

.

.
 

.
-
.
-
-
- 

■ 

:

.

.

.

.

.

.

も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、其
豫
想
は
常
に

k

轉
を
得
る
も
の
で
な
い
。

か
、
る
揚<

2

に
商
人
は

糊

♦

の
}

股̂
方
法
を
用
ひ
て
需
要
喚
起
努
む
る
け
れ
ご
も

®

も

®

だ
し
く
代
價
を
低
減

.

>

ざ
れ
ぱ
之
を
賣
却
し
得
な
い
場
合
が
多
い
。

t

ルニr

商
人
は
其
，商
品
を
賣
却
す
る
時
に
其
代
金
の
支
掷
を
將
來
に
約
す
る

こ
ご
が

あ
る

-

換
言
す
れ
ぱ
購
買
者
に
信
用
を
與
へ
こ
ご
が
：

.あ
る
。
萬

i

商
人

)

し
し
て
購
質
举
に
過
波
の
信

•

: 

.

.

.

.

.

 

.

. 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

用
を
與
ふ
ろ
か
、或
は
又
職

.質
者
が
不
時
の
時
®
に
て
急
に
支
拂
能
力
を
失
ふ
揚
合
に
は
之
れ 

亦
其
資
金
を
囘
收
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
や
ぅ
に
な
る
。
而
し
て
此

0
の
危
臉
は
亦
普
通
商 

人
の
魚
擔
す
る
所
で
あ
る
。
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行
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を
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析
し
て
之
を
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圆
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す
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0
^
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§

疚

#

餅
が

®

き

に

：
取

て

，
；

^

産
者

ビ

消
.
®
者
ビ
分
離
し
、其
間
に
第
三
者
め

r
^
、

跑
者
を
聯
ポ

t

一
 

ん
：乂，す

る

に

ザ

す

.や
以
上
の
行
爲
及
；ぴ
貴
.̂
を
必
奥

ご

す

.
る

も

の

で

あ

，̂
^
.が
、
.
も̂

分

紫
 

ジ' 

W

 

2
3

る
、
今
け
：

I

の

，
蹄

業

，
が

以

上

凡

て

.
：
の

職

分

を

自

ら

.

行
ふ
：も
の

.で

は

な

い

0

け

れ

と

も
 

み
掠
給
仲
介
行
瑪
に

.
M
す
る
行
德
特
に

1
、
H
、

三
、は
凡
て
の
獨
立
商
業
の
行
ふ
所
で
ぐ
し

配
：給 

の
本

S

的
職
分
を
な

ず

も
み
で
あ
る
リ
從
ウ

V

此

i
:

職
分
の
分
離
は
線
濟

.組

.織
の

上
に 

な
る

B

響
を
及
ぼ
す
も
の
ヤ
め
づ
て
、亦
金
が
配
給
，組
織

.は
勞
働
み
：紐

威

と

云

ふ

以

で

行
：®

m

大 

も
-る

以

で

.

原

始

基

督

教

V

棘

會

.問

題

9

)
.

.
"

:

' 

' 

,
:.‘ 

ぃ 

高

橋

誠

i 

,
部

：7

,

旧 

W 

:

レ
：：； I

ペ
リ
：
：-

•

.

ぱ 

-
B
n
.ヴ

隅

ぐ，、
、.シ
L
.
、、、

人

の

...奈

M 
^

的
，生

.i

估
を
包

*

す
.る
集

☆

的
.槪
念

.で

あ

る

。

，'
制

の

國
 

は

g

人
の
心
胸
內
れ
興
起

.す
る
。

ィ
ぱ
，ス
，の
敎
旨
は
著
し
く
個

A

主
義
的
で
あ
ウ
た

0
,-ボ
は 

f
t
人

r 

ふ
る
も
め
で
め
ら

#

入

が

正
し
く
行
動

.す
る
の
時
，此

，の
世
は
變
ポ
せ
ら
る
可
し
ダ

J 

®

>
 S

推
^
^
ょ
メ
出
⑩
す
る
も
の

-
で
あ
る
。

而
も
：事
は
人
間
的
，原
子
を
救
助

す

る

R

存
せ
す 

し
て
，社

#

的
有
機

®

を
濟
度
す
る
に

#

る
。
：
問
題
は

#

人
を
し
て
天
國
に
入

.ら
し
む
る
に

# 

す
し

r
、地上
の
生
括
を
改
怨
し
て
天
國
ご
：

r

致
：せ
し
：む
る
に
あ
る
。
倘
人
を
し
て
協

M
,的
生 

S 

U 

^
は
し

t

ジ
る
も
の
は

.
精
神
若
し
く
は
心
意
：の
態
度
で
あ
る
。
彼
れ
が

.
公
疋
な
る

S
.

翁
を 

す
，
る

が

爲

め

に

精

：神

，
的

の

力

：
に

依

辕

：
せ

る

は

'偏

t

に
彼
れ
が
社
，會
建
説
者
と
し
て
の
啤 

明
を
叫
か
に
す
る
も

-

9

で
あ
る

.リ

.
彼
れ
が
最
小
な
る
社
會
的
核
：心
に
就
い
て
其
の
斯
紫
を
開 

饼十
.セ

赞

(
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.
照
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